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　学内限定のページを自宅からみたい！また、大学アドレス宛に届いてい
るメールを読みたい！と思ったことはありませんか？

　学外のネットワーク(商用プロバイダなど)に接続している自宅、出張先
で利用しているマシンから、学内アカウントでのメールの送受信、また学
内限定のホームページの閲覧をするための接続方法として、情報処理セン
ターではVPN(Virtual Private Network)接続サービスを提供しています。

編集後記：

　今回は、情報処理センターから提供している便利なサービスを紹介しました。
いろいろなサービスを活用して、大学ライフを楽しんでください。
　また、パソコンの使い方やこんな場合はどうすればいいの？IPCNewsで取り上
げて欲しいものなどありましたら、ipcnews@ipc.hiroshima-cu.ac.jpまでお寄せ
ください。お待ちしてます。(^_^)
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　このサービスを利用すれば、自宅のパソコンがあたかも学内ネットワークに直接接続されて
いるかのように利用でき、以下の大学から提供されているサービスが利用できます。

　　　･　学内限定情報ページの閲覧
 　　-　e-learningサービスの利用
 　　-　大学情報サービスシステムの利用（履修登録や成績確認など）
　　　･　メールソフトでの大学アドレス宛のメールの送受信　など

また、VPN接続では学外ネットワークから学内サーバへアクセスを行う際に、インターネット上
を流れるデータを暗号化することにより漏洩・改竄を防ぎ、安全に通信できるようになります。

　利用方法は以下のURLを参照してください。
　http://www.ipc.hiroshima-cu.ac.jp/Private/doc/vpn/

　
Webメールの利用について

　
　大学に入学した際に、学生のみなさんに大学のメールアドレスが発行されます。（大学院
生は申請ベースで発行しています。）学内のネットワークだけではなく、インターネットに
接続されているパソコンであれば、ウェブブラウザを利用して大学アドレス宛のメールを簡
単に見ることができます。またパソコンだけでなく、携帯電話（iモード、EZweb、Yahoo!
ケータイ）からも利用可能です。このサービスを利用して、大学から発行しているメールア
ドレスを有効に使いましょう。

　利用方法は以下のURLを参照してください。
　http://www.ipc.hiroshima-cu.ac.jp/Private/doc/webmail/

　ただし、利用する際には初期設定や注意事項がありますので、必ず読んでください。

　持ち込み端末ネットワーク利用可能ゾーンでは、学生のみなさんが個人で所有している
ノートパソコンを利用して、有線または無線でネットワークの利用が可能です。

　現在、情報処理センター実習室１（情報処理センター４F）では、有線･無線でのネット
ワーク利用、中庭、食堂、学生会館では無線でのネットワーク利用が可能です。

　無線を利用する際には、SSIDの設定が必要になりますので、情報処理センター6F事務室
までお問い合わせください。

　利用方法は以下のURLを参照してください。
　http://www.ipc.hiroshima-cu.ac.jp/Private/doc/mochikomi/
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　学内で提供される各種サービスを利用するために
は、ユーザアカウント（以下アカウント）が必要で
す。アカウントとは、コンピュータやネットワーク
上の資源を利用できる権利のこと、または利用する
際に必要な個人を識別するための番号などのことで
す。（ID：Identificationともいいます。）
　広島市立大学で運用しているサービスを利用する
ためには、2つのアカウントが必要です。

・HUNETアカウント
　情報処理センター実習室、メールの送受信、VPN
接続、持ち込み端末の利用などHUNETに関するサー
ビスを利用する時のアカウント

・大学情報サービスシステムアカウント
　大学情報サービスシステム（教務、履修登録、各
種証明書の発行、入試、進路支援、庶務、教員情報
公開等の諸手続き）やe-learningシステムを利用す
るときに使用するアカウント。

　アカウントにはそれぞれパスワードが設定されて
います。パスワードは、アカウントと同様に学内ネ
ットワークシステムHUNETや大学情報サービスシス
テムを利用する人が本当に「本人」であるかどうか
を確認するための大事な暗証文字列です。 

「パスワードを設定しない」、「推測されやすいパ
スワードを設定している」、「他人にパスワードを
教えた」、「人目に触れるところにパスワードを記
した」などパスワード管理を十分に行なっていない
と、自分のアカウントが悪用され、それによるトラ
ブルに巻き込まれる可能性があります。

例えば?!

・別の人があなたのアカウントで学内のシステム
　に侵入し、あなたのファイル類をすべて消去し
　てしまう
・履修登録が削除されて単位がとれなくなって
　しまう
・ネットワーク上で悪戯を行なう
・大学の内外のシステム全体を破壊するような
　不正利用を起こす

トラブルに巻き込まれないためにも、

・自分以外の人にパスワードを教えない。
・パスワードを入力している時に、他の人に見
　られないようする。
・パスワードは、人目に触れるところには記さ
　ない。 
・本人が覚えやすく、他人にとっては容易に想像
　できないものを設定する。
　（名前や誕生日、電話番号などや、それらを
　　単純に並べ替えたものは避ける）

パスワードの設定には十分配慮してください。パス
ワードの取り扱いを慎重にしていればトラブルに巻
き込まれる可能性も減りますし、学生生活にネット
ワークシステムを十分活用できますので、有意義に
役立てて下さい。

　情報処理センターではセキュリティに関する情報
を以下URLにて提供しています。
http://www.ipc.hiroshima-cu.ac.jp/Private/
security-report/

IPC News 2007 No1 ①

　情報処理センターでは、さまざまなサービスを提供しています。新サービス
については、情報処理センターのWebページや掲示でお知らせしていますが、
まだまだみなさんの知らないサービスがたくさんあるかもしれません。
今回は情報処理センターから提供しているサービスをまとめてご紹介します。

　情報処理センターからのお知らせは、センターホームページ、実習室の掲示
板で行っています。
　
　●情報処理センターホームページ
　　http://www.ipc.hiroshima-cu.ac.jp/

　新サービスも登場する予定ですので、チェックしてみてください。
　提供されているサービスを知っていると、いろんな場面で役立ちますよ！

情報処理センターの

サービスや便利な利用

方法を紹介します。

情報処理センターの便利なサービスを利用しよう！情報処理センターの便利なサービスを利用しよう！

サービスを利用する前にサービスを利用する前に

アカウントとパスワードについてアカウントとパスワードについて



情報処理センター施設案内情報処理センター施設案内

　情報処理センターでは大学の情報基盤である HUNET（Hiroshima City University Information Network) シス
テムの運用管理を行っています。HUNET により、大学の諸施設がネットワーク化され、高速・高品質の通信
が可能になっています。
　また、2004 年より学術研究・教育活動の支援を強化するために、 大学情報サービスシステムが導入され、教
務・庶務・就職や教員情報公開等緒手続きがオンライン化されます。このサービスを支えるシステムの運用管
理も行い、関連部局と協力して、学内情報サービスの向上を図っています。 

6 階

5 階

４階

３階

情報処理センター 6F ー事務室・計算機室ー
　情報処理センターの６Fには、事務室と計算機室があります。
　計算機室にはHUNET を全学ネットワークシステムのネットワーク接続機器、
各種のネットワークサービス用サーバ、教育用システムのファイルサーバなどが
設置されています。本大学のネットワークの中枢部分です。

　事務室の方には、センタースタッフがいますので、わからないことがあれば気
軽に声をかけてくださいね。(^_^)v 

☆実習室利用上の注意はよく守ってください☆
・実習室内は土足・飲食厳禁
・建物内は喫煙禁止 
・実習室を利用する場合は、各自カードキー（学生証）で入口の鍵を開けて利
用すること。
・入退出後は必ずドアを閉める。
・実習室設備や学内ネットワークの利用に必要なパスワード情報などを漏らさ
ないこと。
・実習室の出入り口に靴を脱ぎ散らかさない。靴・スリッパは下駄箱へ！！
 

　実習室の利用は実習室利用の注意事項をよく読んでください。注意事項が守れ
ない場合は、利用登録の一時停止または登録の取消しを行います。 
　情報処理センターは全学の学生が利用する施設です。きれいに使用しましょう。

○実習室利用上の注意事項
http://www.ipc.hiroshima-cu.ac.jp/hunet04/jisshuushitu-chui.html 

情報処理センター実習室　

　各部屋には、Windows・Linux のど
ちらかを選択して使用できるパーソナ
ルコンピュータが 65台設置してあり
ます。
　ヘッドフォンも各マシンに設置され

情報処理実習室１（４F）
情報処理実習室２（５F）
情報処理実習室３（３F）　

てあり、語学の実習などにも利用できます。また、情報処理実習室３（３F）
には、映像編集などのソフトウェアがインストールされており、コンピュー
タグラフィックスなどを作成することができます。
　情報処理センター実習室では授業を行うほか、学生の皆さんが自習できる
ように教室を開放しています。

持込端末利用ゾーン
　持込端末利用ゾーンでは、個人が所有しているノー
トパソコンを持ち込み、ネットワークを利用するこ
とができます。
　情報処理センター実習室１（４F）、学生会館や中
庭でも使用可能です。芝生に寝転んでインターネッ
トなんてどうですか？ (^_^)

情報処理センター　

利用できるソフト

Windows

表計算・文書作成・プレゼンテーショ

ンなど（Excel、Word、PowerPoint）

ブラウザ（Netscape、Mozilla）

メールソフト（Eudora）

ドロー、画像編集（AdobePhotoshopCS、

AdobeIllustratorCS）

PDF 作成（Adobe Acrobat 

Professional） 

グラフィックス系ソフト（CINEMA4D、

Shade）＊3F のみ　　　　　　　など

Linux

表計算・文書作成・プレゼンテーション

など（Star Suite） 

ブラウザ（Netscape、Mozilla ） 

メールソフト（mew）

ドロー、画像編集（gimp、tgif） 

テキストエディタ（emacs、xemacs）

　　　　　　　　　　　　　　　　など

その他の施設・サービス

　広島市立大学遠隔教育システムは講義棟 402 教室に常設
されています。また、可搬型のシステムも用意され、 LAN や
インターネットを利用して双方向で映像伝送が可能です。

　2004 年度より、大学情報サービスシステムを導入し、教育・
研究活動の支援が強化されました。
学生や教員は大学情報サービスシステムをWebブラウザで
使用し、履修登録またシラバス入力等の情報の参照や入力が
可能になります。
　また、e-learning システムが導入されているので、オンラ
イン上で学習者が自分のペースで自由に学習することができ
ます。

遠隔教育システム
大学情報サービスシステム

情報処理センターの利用方法やお知らせ等はホームページでも見ることができます。
http://www.ipc.hiroshima-cu.ac.jp/

情報処理センター開館時間
 　情報処理センターの開館時間は9:00～19:00です。土日祝日は休館となります。
また、夏季休業期間などの長期休業期間中は閉館時間が 17:00 に変更となります。
　上記時間外に実習室を利用したい場合は、時間外利用申請が必要です。詳細は
情報処理センターのホームページをご覧ください。
　また、授業中は自習のための入退室はできません。時間割はホームページまた
は教室前の掲示板でお知らせしています。集中講義や施設見学、教室のメンテナ
ンス等利用できない場合もありますので、入室する前によく確認してください。

情報処理センターホームページ

利用方法は以下のURLを参照してください。
http://www.ipc.hiroshima-cu.ac.jp/Private/doc/mochikomi/
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